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研究成果の概要（和文）：本研究では、2つの前向きコホート研究、1つの生態学的研究を実施したほか、長時間
労働とうつ病に関する国際保健機関（WHO）、国際労働機関（ILO）との国際共同プロジェクトに参画し、他国の
研究者らと長時間労働とうつ病との関連を検証するシステマティックレビューを実施した。その結果、労働時間
とうつ病との関連は強固なエビデンスがあるとは言えないこと、職場の非尊重的態度が精神健康だけでなく身体
健康とも関連していること、職場内外のサポート資源は非尊重的態度を経験した時に精神健康を守る十分な緩衝
効果があるとは認められないこと、組織風土は職場の非尊重的態度の発生率と関連していること等が明らかにな
った。

研究成果の概要（英文）：In addition to conducting two prospective cohort studies and one ecological 
study, I participated in an international collaborative project with the World Health Organization 
(WHO) and the International Labor Organization (ILO) and conducted a systematic review with 
researchers from other countries to examine the association between long working hours and 
depression. The results showed that there is no robust evidence of an association between working 
hours and depression, that workplace mistreatment, including harassment and incivility, is 
associated not only with mental health but also with physical health, that support resources inside 
and outside the workplace are not found to have a sufficient buffering effect to protect mental 
health when workplace mistreatment is experienced, and that organizational climate is associated 
with the incidence of workplace mistreatment.

研究分野： 社会疫学、公衆衛生学、産業保健学

キーワード： 労働時間　ハラスメント　組織風土
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果は、長らく結論が一致していなかった長時間労働と精神健康との関連について学術的に結論を出すも
のであり、社会的なインパクトは大きいと考えられる。また、職場の非尊重的態度や組織風土が労働者の精神健
康だけでなく身体健康とも関連すること、しかし個人や職場資源が例え多くても、非尊重的態度を経験した際に
精神健康の不調発生を予防するには不十分であることが示されたことにより、職場の非尊重的態度の発生を未然
に予防するような対策が重要であること、それには本研究で明らかになった非尊重的態度が発生しにくい組織風
土の要素を取り入れることが重要であると示せたことは、社会的にも意義が大きいと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 我が国では「過労死」という言葉があるように、以前より長時間労働が問題となっている。長
時間労働は精神疾患と関連すると報告されているが、研究によって一致した結果は得られてい
ない。例えば我が国においても、横断研究において時間外労働時間と精神疾患罹患率との関連が
報告されている一方 1、女性のみで有意な関連が見られたという報告もある 2。結論が一致して
いない理由として、2つの要因が考えられる。1つはまず、「労働時間を自分で調整できるか」と
いう視点である。研究代表者らの研究では、裁量権が高い場合、長時間労働をしていても心理的
ストレス反応を発症しにくいことを明らかにしてきた 3。２つ目の要因として考えられるのは、
ジェンダー等の労働者側の特性である。研究代表者らも最近、一般企業の労働者を対象に、特に
女性において長時間労働を行った際に抑うつ度が高くなることを明らかにした 4。このことから、
日本人女性においては男性よりも家事・育児負担が高いことが健康度に影響している可能性が
ある。労働者の精神・身体的不調の防止には職場外の要因についても同時に検討する必要がある
ことが示唆されたことから、本研究も職場内・職場外要因による健康・生産性への複合的な影響
を解明することを目的として行うこととした。 
 労働時間に加えて、従業員の健康に大きな影響を与える職場要因が、職場の人間関係である。
その中でも近年、職場におけるハラスメントやインシビリティ（無礼な態度）等の非尊重的態度
が従業員の精神的健康に影響を及ぼすことが明らかになりつつある。非尊重的態度とは、他人に
対する思いやりのない失礼な態度、と定義されている 5。悪意のない言動を含むことが特徴的で、
どの職場でもどの職位でも発生しうる事象と考えられている。 
近年、職場に非尊重的態度が存在することが労働者の健康に大きな影響を与える可能性があ

ると注目されている。しかし、職場の非尊重的態度がどのような職場環境、状況において発生し
やすいのか、またハラスメントやインシビリティがどのような身体的健康指標に影響を与える
のか、そして労働生産性に影響を与えるのかについて前向きコホート研究において検討した研
究は、世界的にもまだなかった。特にわが国では研究代表者によってこの事象を測定できる尺度
が開発されたばかりであり 6、このテーマに関する研究はまだほとんどない状況であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、職場内要因として労働時間とハラスメント/インシビリティ、職場外要因としてジ
ェンダー、家事・育児負担、そして世帯収入等の社会経済的状況に着目し、これらの要因と、精
神的健康、身体的健康、および労働生産性との関連を複合的に検討する 1年間の前向きコホート
研究を実施することにより、我が国の労働者における精神的及び身体的不調の未然防止と、職場
の安全構築に貢献することを目的として実施した。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、2つの前向きコホート研究、1つの生態学的研究を実施した。また、長時間労働
に関する国際保健機関（WHO）、国際労働機関（ILO）との国際共同プロジェクトに参画し、他国
の研究者らと長時間労働とうつ病との関連を検証するシステマティックレビューを実施した。
その他、過去に実施した、全国の住民基本台帳から 2段階で無作為抽出した労働者代表サンプル
データや地方自治体職員を対象に実施した前向きコホート研究データ等を用いて、本研究課題
に関連する解析を行った。 
1 つ目の前向きコホート研究は、関西地方の公立大学法人に勤務する職員約 3,000 名を対象に

実施した。初回調査では 1,482 名から回答が得られ（回収率：55.7％）、その 1年後の追跡調査
では 881 名から回答が得られた（追跡率：59.4％）。また、質問紙調査に加え定期健康診断に関
するデータ提供を受け、突合したデータセットを作成した。 
2020 年度からは新型コロナウイルス感染症の流行により、現地調査が困難となったため、2つ

目の前向きコホート研究はインターネット調査により実施した。全国 28,000 名の一般住民（労
働者約 16,000 名）を対象に初回調査を行い、1年後に追跡調査を実施した。 
生態学的研究としては、企業 68 社を対象に、職場のハラスメント防止対策の実施状況や組織

風土とハラスメント発生率との関連について調査を行い、企業ごとの結果を解析した。 
 
４．研究成果 
(1) 長時間労働とうつ病との関連に関するシステマティックレビュー及びメタアナリシス 
本研究では、「仕事に関連した疾病と傷害の負担に関する WHO/ILO 共同推計（WHO/ILO Joint 

Estimates）」策定にあたり、長時間労働への曝露に起因するうつ病による死亡者数および障害調
整生存年数を推定するためのパラメータについて、系統的レビューとメタ分析を実施した。 
WHO 国際臨床試験登録プラットフォーム、Medline、PubMed、EMBASE、Web of Science、CISDOC、



PsycInfo などの電子学術データベースを検索し、出版済みおよび未発表の研究から関連する記
録を探した。また、灰色文献データベース、インターネット検索エンジン、組織のウェブサイト、
過去のシステマティックレビューの文献リストを手作業で検索した。研究の評価と統合に関し
ては、少なくとも 2名の著者が独立して、第一段階でタイトルと抄録を適格基準に照らしてスク
リーニングし、第二段階で適格と思われる記録の全文をスクリーニングし、その後、適格な研究
からデータを抽出した。論文上で欠落しているデータは、論文著者に提供を依頼した。 ランダ
ム効果は、メタアナリシスによりオッズ比を算出した。また、2 人以上の著者が、このプロジェ
クトに適応したナビゲーションガイドと GRADE ツールおよびアプローチを用いて、バイアスの
リスク、エビデンスの質および強さを評価した。 
結果として、WHO の 3つの地域（アメリカ、ヨーロッパ、西太平洋）の 32カ国の合計 109,906

人（女性 51,324 人）からなる 22の研究（すべてコホート研究）が、組み入れ基準を満たした。
曝露はすべての研究で自己申告により測定され、アウトカムは臨床診断面接（4 研究）、うつ病
の診断と治療に関する面接質問（3 研究）、有効な自己記入式評価尺度（15 研究）により評価さ
れていた。アウトカムは22研究すべてでうつ病の発症と定義され、21研究で初回うつ病の発症、
1研究でうつ病の再発とされ、うつ病の有病率やうつ病による死亡率に関する研究は確認されな
かった。 
結果として、週 35～40 時間勤務と比較して、週 41～48 時間勤務のうつ病発症（または発症

率）に対する効果は明らかであるとは言えなかった（プールオッズ比 [OR]：1.05、95％信頼区
間[CI]0.86～1.29、8研究、参加者 49,392 名）、49～54 時間/週（OR：1.06、95％CI：0.93～1.21、
8 研究、49,392 名）、55時間/週以上（OR：1.08、95％CI：0.94～1.24, 17 研究、91,142 名）。
サブグループ解析では、WHO の地域、性別、年齢層、社会経済的地位による統計的に有意な差の
根拠は見つからなかった。長時間労働への曝露に起因するうつ病の負担の推定値を作成するこ
とは、現時点ではエビデンスに基づかないと思われる。なお本発表内容のプロトコル及び最終成
果は、いずれも Environmental International に掲載された 7,8。 
 
(2) 職場における非尊重的な態度と精神健康や生産性との関連 
①ハラスメント被害・目撃と精神・身体疾患、疾病休暇、労働生産性との関連：全国代表サンプ
ル 
 本研究は、二段階無作為抽出法によって抽出された 20～60 歳の日本在住の全国代表サンプル
5,000 名を用いて、パワハラ被害・目撃の両方と、精神疾患、慢性身体疾患などの様々な健康ア
ウトカム、および疾病休暇、仕事の生産性、職務満足度などの組織アウトカムとの関連性を調査
することを目的として実施した。調査時に働いていなかった回答者、および本研究で使用した変
数に欠損値があった回答者を除外した後、1,503 名の回答者のデータを分析に使用した。 
その結果、パワハラ被害・目撃両方ともが、ストレス反応、身体愁訴、主観的健康の不良、精

神疾患、仕事への低満足度と有意に関連していた。パワハラの被害は、呼吸器疾患、7日以上の
疾病休暇、労働生産性の低さとも関連していた。さらに、被害者は非被害者に比べ、病気欠勤日
数が 4.5 日多く、労働生産性が 11.2％低かったことがわかった。本発表は、職場の非尊重的態
度が精神健康だけでなく身体健康とも関連することを示唆するものであり、対策の必要性と問
題の解明を訴えることに繋がる基礎的資料となるものである。なお本発表内容は、PLoS One に
掲載された 9。 
 
②コロナ禍における非尊重的態度のリスクファクターの解明と精神健康との関連の解明 
全国 28,000 名の一般住民（労働者約 16,000 名）を対象に実施したインターネット縦断調査の

初回調査データを用いて、コロナ禍においてどのような労働者がハラスメントを受けているの
か、そしてハラスメントと精神的健康との関連を明らかにするかを検討した 9。 
結果として、コロナ禍である 2020 年 4 月～9月の間に、回答者の 14.9％が職場でいじめ・ハ

ラスメントを経験していた。回答者のうち重症精神障害を持っていたのは 8.8％、自殺念慮は
11.5％であった。職場でいじめ・ハラスメントを多く受けるリスクが高かったのは男性、若者、
世帯年収の低い群、会社役員・正規職員等であった。また、職場のいじめ・ハラスメント曝露群
では、そうでない群と比べて、重症精神障害リスクが 2.8 倍、自殺念慮リスクが 2.1 倍高かった
（いずれも性・年齢・学歴・配偶者の有無・雇用形態・業種・事業所規模・仕事の特徴・うつ病
既往歴調整後の結果）。加えて、コロナ禍において、在宅勤務の開始がハラスメントリスクを下
げる方向性と関連していることがわかった。ただ逆に在宅勤務を続けることは重症精神障害リ
スク及び自殺念慮リスクを高める方向性と関連があった。このことから、在宅勤務時に職場のサ
ポートを減らさない取り組みが必要とされることが示唆された。なお本発表内容は BMJ Open に
掲載された 10。 
 
③非尊重的態度と精神健康との関連における職場内外の資源の緩衝効果 



本研究では、地方公務員 2,036 名を対象に実施した 1 年の前向きコホート研究のデータを用
い、上司のサポートや同僚のサポートなどの組織的資源、ストレスへのコーピングスタイルやレ
ジリエンスなどの個人的資源が、いじめと心理的苦痛の関連においてどのような緩衝効果を持
つのかを縦断的に検討した。 
階層的重回帰分析の結果、職場いじめは、個人特性や職業特性を調整しても、その後の心理的

ストレス反応の増加と関連していたが、ベースライン時の心理的ストレス反応を調整すると、そ
の関連性は消失した。ベースライン時の心理的ストレス反応を調整した後、レジリエンスの高さ、
助けを求めること、見方を変えること、回避の低さは、いじめられた時の心理的ストレス反応と
関連した。一方、職場のソーシャルサポートと家族・友人のサポートは、いじめられた時のその
後の心理的ストレス反応の低下とは関連していなかった。一方で、職場のいじめと気分の変化の
有意な交互作用が、将来の心理的ストレス反応に対して観察された。 
結論として、ベースライン時の心理的ストレス反応がその後の心理的ストレス反応の最も強

い予測因子であったため、いじめと精神的健康との縦断的な関連において、個人内外/職場内外
の資源の緩衝効果は限定的であった。このことから、職場の非尊重的態度の発生そのものを防止
することが重要であることが示唆されたと言える。なお本発表内容は BMC Psychology に掲載さ
れた 11。 
 
(3) 職場のシビリティ（礼節）を測定する尺度の開発 
 インシビリティ測定尺度は研究代表者によって開発されていたものの、反対の概念であるシ
ビリティ（礼節）を測定する尺度は日本にはまだなかった。そこで本研究は、職場における礼節
規範を測定する 8項目の CREW シビリティ尺度日本語版の信頼性と妥当性を検討し、シビリティ
得点を様々な職業間で比較することを目的とした。 
本研究では 2 つのデータセットを用いた。1 つは社会福祉法人の全職員（N=658）を対象にし

た 1年間の前向きコホート研究であり、もう 1つはとある市の地方公務員（N=3,242）を対象に
実施した横断研究である。構造的妥当性は確認的因子分析（CFA）により検証し、構成妥当性は、
シビリティと他の変数とのピアソン相関によって評価した。内部整合性は、Cronbach's alpha で
評価し、1年後の再検査信頼性はクラス内相関係数（ICC）で評価した。 
CFAの結果、モデルの適合性は許容できるレベルであった（Tucker Lewis index [TLI] = 0.929; 

comparative fit index [CFI] = 0.949; Standardized Root Mean Squared Error [SRMR]  = 
0.034）。CREW シビリティ尺度の得点は、上司のサポート、同僚のサポート、ワーク・エンゲイジ
メントと有意な正の相関があり、インシビリティ、職場のいじめ、離職意思、心理的ストレス反
応とは有意な負の相関があった。Cronbach のα係数は 0.93、ICC は 0.52 であった。若手、高学
歴、管理職、保育士は、職場の礼節規範を高いと評価しており、高卒と高卒でない人、パートタ
イマー、看護師、准看護師、介護福祉士は、職場の礼節規範を低いと回答する傾向にあった。な
お本発表内容は Journal of Occupational Health に掲載された 12。 
 
(4) 企業の組織風土と職場の非尊重的態度の発生率との関連：生態学的研究 
 日本国内の某グループ会社計 68社（従業員数計約 20,000 名）を対象に調査を行い、企業の組
織風土と職場の非尊重的態度の発生率との関連について検討した。その結果、自社でハラスメン
ト対策として実態把握等のアンケート調査、ポスター掲示や研修の実施、グループ全体の統括相
談窓口の設置、コンプライアンス相談窓口の設置を実施していると 7 割以上の従業員が認識し
ている企業では、認知度が低い企業と比べてパワハラ・セクハラの発生割合が低かった。一方、
トップのメッセージ発信、就業規則などによるルール化、自社または中核会社の相談窓口の設置
に関しては、従業員認知度によるパワハラ発生割合の差は確認できなかった。組織風土に関して
は、シビリティが高い、心理的安全性がある、役割が明確であると 8割以上の従業員が認識して
いる企業では、パワハラ・セクハラの発生割合が低かった。 
結論として、各ハラスメント防止対策を実施していると多くの従業員が認識している企業で 

は、ハラスメント発生割合も低い傾向にあった。心理的に安全である・役割が明確であると多く
の従業員が回答した企業ではハラスメント発生割合が低かったことから、ハラスメント防止に
は組織風土に着目した対策も有効である可能性が示唆されたと言える。なお本発表内容は日本
産業衛生学雑誌に掲載された 13。 
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